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★
編
集
後
記

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする

ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。

また、この広報誌の内容の充実を図っていきた

いと考えていますので、ご意見等がございました

らお寄せ下さい。

・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、

紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣

味などの話でも結構です

・投稿者名は実名でも筆名でも結構です

・長さは1,200字程度（1頁）とします

・掲載分には薄謝を進呈します

○　本年は65回目となる終戦記念日。戦後生まれも65歳。
この時期になると、時の移りと自分の無為を反省する。
幼い頃から、父に戦時中の出来事を聞かされてきたが、自分の子供には、その
話しをあまり伝えていない。しかし帰省の際、家族で食事の席に酒が入ると、
昔を懐かしむ父から、戦没した二人の兄と戦時の思い出が語られる。末弟であ
る父は、もし兄達が生きていればとの思いであろう。聞かされる方は60歳を幾
つか過ぎているが、事実を風化させないように、次の世代に伝えていかなくて
はいけないとの思いは強い。記憶に留めるだけでなく、記録として残すことも
必要と感じている。
○　10月から即時販売方式が始まるが、新しい方式に対する疑問点、問題点は実
施上の重要課題であり検討されてきたが、過去の実態について表舞台で話がさ
れたとの話はあまり耳にしたことはない。麦の制度は一朝一夕に現行方式にな
ったものではない。食糧庁健在の頃の食糧管理法における、昭和年代の麦の制
度、麦価について食糧管理史に整然と整理されている。その後食糧庁の廃止、
組織の再編などを経て、麦制度、麦流通等について、その取扱いも実態も変わ
り、現在に至っているが、将来、麦制度全般が見直されて新たな仕組みとなる
ようなことになれば、事実の流れは何処でどのように整理され伝えられていく
のであろうか。仮に、政府が食糧管理史のように記録に留めていくのだろうか。
もし、民間において整理する場合であれば、民間が主体となって進める仕組み
については、関係する者の麦に対する視点のベクトルが論点となるかもしれな
い。

―「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い―

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）
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10月からの小麦の即時販売方式導入を控え、農林水産省では外国産小麦の買付

について商社に対して新たな方式による入札を実施しているところである。従来

の入札については、政府が船毎に船型（サイズ）を決めて1船毎に入札を実施し

ており、実質2万トンクラスの本船を中心とした入札となっていた。7月に実施さ

れた即時販売方式に対応した入札においては、実需者の月間需要量の原料5銘柄

を4つのグループに分け（ＳＨとＷＷは同一グループ）、かつ東西2つに分割し都

合8つの札に分けて入札する形になった。この変更で入札毎1つの札の数量が大き

くなっており、また船型（サイズ）についても入札する商社の判断ということに

なっている。現時点でどのように商社が各港に配船するのか明らかではないが、

大型船の導入が増加する可能性がある。大型船の導入については輸送コスト削減

の観点からのメリットが想定され、平成17年11月に農林水産省においてまとめら

れた「今後の麦政策のあり方」の「管理コストの削減」のなかで「各港における

港湾能力も勘案しつつ4万トン級の大型船を一層活用する必要がある」と示され

検討が進められてきた。しかしこれまでの方式では、各港において一度に吸揚す

る数量が増えるためサイロスペースの確保が難しいこと、配船の小回りが利かな

いこと、1回のロットが大きくなるため品質面のリスクが大きくなることへの懸

念などから慎重に対応してきた経緯がある。

しかしながら新しい方式の下では、大型船の増加の可能性も踏まえ、港におけ

る安定的な供給を第一義に、サイロ会社及び製粉企業等港の関係者と緊密に連絡

を取りながら吸揚、保管がスムーズに実施されることが重要である。

また、最近小麦相場の上昇がマスコミ等でも大きな話題となっている。これは、

ロシアや黒海周辺において記録的とも言われる干ばつの影響で大幅な減産懸念が

生じていること、輸出国であるカナダにおいても減産見通しが出ていることなど

から6月末以降価格が上昇を始め、さらに8月に入ってロシアが穀物の禁輸を発表

するなど波乱要因があり現在に至っている。小麦の国際相場の指標となるシカゴ

相場の期近の推移を追ってみると、6月15日には1ブッシェル当たり4ドル52セン

トであった価格が6月30日には4ドル65セント、7月15日には5ドル96セントにまで

上昇、7月末には6ドル62セント、8月10日には6ドル95セントと、約2ヶ月で5割強

価格が上昇したことになる。

即時販売方式の導入を控えて

03-04巻頭言(8月)-責了  10.8.18 3:36 PM  ページ 3
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小麦相場の高騰については、2006年に豪州が大干ばつとなったことに加え米国

の冬小麦地帯においても干ばつであったこと、2007年には豪州の2年連続の干ば

つや欧州の長雨等による不作により約2年間価格が高騰し、わが国の小麦関連産

業も大きく影響を受けたことは記憶に新しい。2008年において小麦の作付面積が

拡大し、かつ北半球の天候が良好に推移したことなどから4年ぶりに供給が需要

を上回る結果となり需給がやっと一服する状況となった。その当時で特に印象深

かったのは2008年2月25日にパン用高たんぱく小麦の指標となるアメリカミネア

ポリスの春小麦の先物相場が1ブッシェル当たり24ドルを付けるなど嘗てないほ

どに高騰し、かつ実際に春小麦の現物在庫が極めてタイトな状況となり農林水産

省も小麦の買付、安定確保に非常に苦労した模様であった。

また、世界の各地において小麦等穀物の輸出を政府が禁止したことや食糧不足

から暴動が発生したことなどが新聞等で何度も話題になった。

そのような需給ひっ迫時の対応策としてまず考えられるのは、小麦の供給を海

外に大きく依存しているわが国において安定的な供給先を確保していくことが極

めて重要なことであり、毎年主要輸出国との間で国家レベルで安定供給の取り決

めを結んでおくなど、平時から準備しておく必要があろう。そしてこのことは国

家貿易の非常に大きな意義のひとつであると認識している。次の対応策は備蓄に

ついてである。従来政府が実施してきた備蓄については本年10月から、製粉企業

等実需者が「食糧麦備蓄対策事業」により実施することになっている。10月の実

施に際しては政府が決めた民間備蓄の0.5ヶ月分と従来政府が実施していた1.8か

月分の備蓄の合計2.3か月分を製粉企業等実需者が保有することになる。この政

府備蓄1.8ヶ月分については1993年～1994年にカナダで発生した船積遅延の際に過

去最大の備蓄取り崩しが行われ、それが1.8ヶ月であったことが根拠となってい

るが、人口の多いインドや中国等の経済発展やバイオ燃料向け穀物需要の増大な

ど、国際的な小麦需給を巡る環境は大きく変わりつつある。過去の経緯にこだわ

ることなく、今後の国際需給の動向に合わせて備蓄月数の積み増し等機動的に行

うことも必要となってこよう。

また、10月以降の外国産小麦の政府売渡価格については、3月から8月までの6

ヶ月間の政府買付価格が算定の基礎となるが、8月の政府買付価格が決定した後

に発表される予定である。現時点ではどのような内容となるのか不明であるが、

いずれにせよ即時販売方式が導入されて初めての政府売渡価格改定であり関係者

の理解・協力を得ながら混乱のないように進めていかなくてはならない。

03-04巻頭言(8月)-責了  10.8.18 3:36 PM  ページ 4
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1．はじめに

近年、国内産小麦の生産量が増加し、品質も

向上したことから、国内産小麦を積極的に評価

し、外国産小麦とのブレンドではなく「国内産

小麦（100％）使用」を売りにした商品が開発・販

売され定着してきており、このような小麦需要

の変化は、小麦の需要における国内産小麦の地

位が変化したという意味では、小麦需要の構造

的変化の兆しと見ることも可能なことを指摘し

た（製粉振興2008年7月号、8月号参照）。

さらに、2007年から2008年にかけて、小麦の国

際価格の高騰を背景とした外国産小麦の価格上昇

を受け、相対的に国内産小麦に割安感が出て、国

内産小麦の需要が拡大したが、それが国内産小麦

需要の構造手的変化の兆しを更に促進する側面も

あったと考えられた（製粉振興2009年7月号参照）。

ところが、その後、小麦の国際価格の高騰に

応じる形で国内産小麦の入札価格が大幅に上昇

した後に、国際価格の急落を受けた外国産小麦

の政府売渡価格の引き下げが断続的に行われた

ことから、2009年秋以降は、国内産小麦に割高

感が出る状況が続いている。

そこで本報告では、POSデータ等を使った分

析や関係者に対する聞き取り調査を行い、小麦

の国際価格の下落後に、急増していた国内産小

麦の需要がどの程度縮小し、新たに拡大した需

要のうちどれだけの需要が残っているかをでき

るだけ明らかにしようと試みた（仮に、小麦の

国際価格高騰前における国内産小麦の需要に比

べて、大きな需要が残っているのであれば、そ

の需要については構造的に拡大したものと評価

することができる）。

また、今後の国内産小麦の需要を拡大してい

くに当たって注目すべき新たな動きが出てきて

いることから、これらについても整理・紹介す

ることとする。

2．小麦の国際価格の高騰・急落を受けた外国

産小麦と国内産小麦の価格の相対関係

2007年から2008年にかけての小麦の国際価格

の高騰を受けて、国内における外国産小麦の売

渡価格が段階的に引き上げられたのを受けて、

2009年産の国内産小麦の播種前契約における入

札価格は大きく上昇した（播種前契約の価格に

ついては、全農などの生産者団体と製粉企業と

の間での入札取引によって決められる）。とこ

ろが、その後、小麦の国際価格の急落を受けて、

国内における外国産小麦の売渡価格が段階的に

引き下げられる中で、国内産小麦の価格は播種

前に決められていたため、国内産小麦の価格に

割高感が生じる事態となっている。

第1表は、近年の外国産小麦の政府売渡価格

と国内産小麦の入札価格の推移であるが、例え

ば、共に日本麺用に適性がある豪州産「ASW」

と北海道産「ホクシン」との価格を比較すると、

平成21年10までは、「ホクシン」の価格の方が低

かったのが、21年10月以降は、価格が逆転し、

「ASW」の価格の方が低くなっている。

小麦の国際価格下落後における
国内産小麦需要の変化に関する分析

吉　田　行　郷

05-13_小麦の国際価格-責了  10.8.18 3:37 PM  ページ 5
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しかしながら、こうした状況の中で、2009年

9月に平成22（2010）年産の国内産小麦の播種前

契約における入札が行われたにもかかわらず、

指標価格（落札された価格の平均値）が値幅制限

の下限（▲10％）に貼り付く形（▲9～▲10％）と

なったのは、香川県産「さぬきの夢2000」、福

岡県産「ミナミノカオリ」等29銘柄中6銘柄にと

どまっている。

また、大手2次加工メーカーが主なユーザー

である北海道産「ホクシン」、「きたほなみ」につ

いては、上場数量を申込数量が下回り、指標価

格もそれぞれ▲8.6％、▲8.7％と相対的に下げ

幅が大きかったのに対して、「ホクシン」、「きた

ほなみ」に比べて相対的に価格の安い福岡県産、

佐賀県産の「チクゴイズミ」、「シロガネコムギ」、

群馬県産「農林61号」においては、上場数量を申

込数量が上回り、指標価格の下落率も▲3.1～

▲6.8％にとどまっている（第2表）。
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第1表　外国産小麦の政府売渡価格、国内産小麦の入札価格の推移

資料：農林水産省「輸入麦の政府売渡価格の改定について」、�全国米麦改良協会「民間流通麦に係る入札結果の概要」
注．価格は外国産小麦、国内産小麦共に消費税込みの価格である。

第2表　平成22年産小麦の入札における落札決定状況

資料：�全国米麦改良協会「平成22年産民間流通麦に係る入札結果の概要」
注．基準価格、指標価格ともに消費税相当額を含めた額である。
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これらの入札結果からは、国内産小麦に割高

感がある中で、①2次加工メーカー等からの国

内産小麦への需要は減少しつつも、一定量が根

強く残っていること（平成21年産が不作であっ

たため、21年産で確保できなかった分を22年産

で確保しようとした動きも見られた�）、②他

方で、できるだけ安い国内産小麦を調達しよう

と相対的に割安感のある銘柄に申込が殺到した

こと等がうかがえる�。

3．「国内産小麦（100％）使用」表示のある商

品の首都圏における出回り状況

2009年10月以降国内産小麦に割高感があると

はいえ、平成21年産については、播種前に契約

が締結されていたため、JAから製粉企業へ引

き取りは順調に進み、大きな混乱は見られなか

った�。21年産が天候不順等により北海道をは

じめとして全国的に不作となり、全国で生産量

が23％減少（北海道では26％減少）したことも、

国内産小麦の供給の過剰感が生まれなかった要

因の一つになっている�。

また、国内産小麦に割安感があった時期には、

外国産使用製品において外国産の一部を国内産

小麦と差し替えることでコストを引き下げられ

るため、増量材としての国内産小麦の需要が拡

大した。逆に、国内産小麦に割高感がある時期

においては、外国産に混ぜて使用するとコスト

アップ要因になってしまうため、国内産小麦を

単独で使用し、「国内産小麦（100％）使用」と表

示することでプレミアムを付けて、コストアッ

プ分を吸収する形での使用が増えている�。こ

のため、本来であれば、外国産小麦とブレンド

される形で使われることの多い産地銘柄の小麦

でも、「国内産小麦（100％）使用」と表示されて

いる商品で使用されるケースが増えていると考

えられる。他方で、このような形で国内産小麦

を使える商品は、国内産小麦の特性を活かせる

商品である必要があり、うどんや一部の中華麺

等に限られ、外国産小麦とブレンドされて使用

される国内産小麦が減少すれば、国内産小麦の

全国ベースでの需給では、いずれ過剰感が出て

くることにも留意が必要である。
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第3表 「国内産小麦（100％）使用」表示のある製品の首都圏の食品スーパーにおける出回り状況
（平成20年、21年、22年各年の6月第5週～7月第1週調べ）

資料：農林水産政策研究所調べ
注．インスタントラーメンについては、20年夏時点では、味の違いを考慮せず品目数を数えていたが、21年夏以降は、
より商品の棚の占有シェアをイメージしやすいように、味が違えば別の品目としてカウントすることとした。
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実際に、「国内産小麦（100％）使用」表示のあ

る商品の出回り状況を、首都圏の3つの食品ス

ーパーで定点観測的に把握した結果が第3表で

ある。

うどん（冷凍麺）、インスタントラーメン、小

麦粉等は、もともと「国内産小麦使用」表示のあ

る製品の数が少ないこともあって、「国内産小

麦（100％）使用」と表示した製品の数が、この3年

間、微減もしくは同数で推移している、これに

対して、うどん（生麺）、冷やし中華等（生麺）に

ついては、各スーパーで販売されている品目数

が増える中で、「国内産小麦（100％）使用」と表示

した製品の数が、この3年間、ほぼ同数もしく

は減少傾向で推移しており、相対的にウエイト

が小さくなっている。特に、冷やし中華等（生麺）

については、小麦の国際価格の高騰時に、大手

2次加工メーカーが国内産小麦を使用した製品

を新たに開発し、品数でいえば、一時、半数近

くを占める状況であったのが、2年後には2割前

後に減少している（ただし、後述するように、

定番商品として定着はしている）。

続いて、第1図は、首都圏のスーパーマーケ

ットでの上位4社が販売している全うどん（生麺）

に占める「国内産小麦（100％）使用」表示のある

製品の比率（金額ベース）の推移である。

外国産小麦の政府売渡価格が上昇し始めた2007

年秋以降大きく増加し、2008年以降は、うどん

の消費量が減る7～9月期を除いて65～70％の間

で推移してきている。ただし、国内産小麦に割

高感が出始めた2009年10月以降の山について

は、65％前後で推移しており、その前2年間の

山より、少し低い状況が続いている。
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このように、国内産小麦に割高感が出始めた

2009年10月以降も、うどん（生麺）で「国内産小

麦（100％）使用」表示のある製品の出回り比率が

あまり落ちなかった理由としては、前述のとお

り、国内産小麦を単独で使用し、「国内産小麦

（100％）使用」と表示することでプレミアムを付

けて、コストアップ分を吸収する形での使用が

増えていることも理由として挙げられる。

他方で、食品業界では、デフレ基調の下で価

格競争が厳しく、原料の国内産小麦の価格が上

第1図　首都圏上場4社製造の「うどん（生麺）」に占める「国内産小麦使用」表示商品の割合の推移
（販売金額ベース・首都圏・スーパーマーケット）

資料：日経メディアマーケティング社による首都圏スーパーマーケット93店におけるPOSデータに基づき筆者が集計
注．現時点で「国内産小麦使用」表示のある製品は、その発売時から同表示があったものとして試算した結果である。
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昇したからと言って、そのまま小麦製品の価格

を引き上げると売上が減少してしまうというお

それもあった。このため、大手の2次加工メーカ

ーの中には、企業内のコストカットで原料値上

げ分を吸収し、あくまでも価格を引き上げずに

国内産小麦を使用し続けている企業も見られる。

第2図は、首都圏のスーパーマーケットで販

売されているうどん（生麺）の3社製5製品のこの

3年間の小売価格の推移を示している。外国産

小麦の売渡価格の引き上げ、国内産小麦を使用

した小麦粉の販売価格の引き上げを機に、製品

の1袋当たりの量を減らす動きも見られたこと

から、ここでは、100ｇ当たりの価格の推移を

示した。

まず、大手2次加工メーカー（製麺業）Ｆ社で

は、これまでも3玉入りのパック製品を中心に、

外国産小麦で作られた製品と国内産小麦で作ら

れた製品の両方を製造・販売しており、国内産

小麦を使用している製品は高級感のあるコンセ

プトの商品として25％（5円/100ｇ）ほどプレミ

アムを付けて販売してきた（外国産小麦使用製

品の価格が20円／100ｇであるのに対して、国

内産小麦使用製品の価格は25円／100ｇ）。外国

産小麦の売渡価格の上昇を受けて、一時、両製

品の価格差が縮まった時期もあったが、20年産

の国内産小麦の価格上昇があった2008年秋に

は、価格差は拡大し、一時8～9円差ほどの時期

もあった。その後、国内産小麦を使用した製品

の価格が徐々に下落し、価格差は以前の5円程

度に縮まってきている（価格の大幅な引き上げ

の際には、1玉の量を減らしてきているので

（220ｇ→200ｇ→180ｇ）、製品単価はあまり変

わっていない）。そして、国内産小麦の21年産

の大幅な価格の引き上げにより小麦粉価格の引

き上げがあった2009年秋以降も、価格は安定的

に推移している。
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また、一部の廉価製品を除いて製品の多くで

「国内産小麦使用」表示を行っている大手2次加

工メーカー（製麺業）Ｇ社の製品も、毎月の価格

変動はあるものの、この2年間、「国内産小麦使

用」表示のある3玉入りのパック製品の価格に

ついては25円／100ｇ前後で推移してきている

第2図　うどん（生麺）の小売価格の推移（首都圏・スーパーマーケット）

資料：日経メディアマーケティング社による首都圏スーパーマーケット93店における
POSデータに基づき筆者が集計
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（Ｇ社では、製品によって1玉の重さが異なるこ

とはあるが、同じ製品で1玉の重さを変える手

法は採用していない）�。

これらに対して、Ｆ社、Ｇ社に比べると企業

規模の小さい中堅の製麺業者Ｈ社では、当初、

外国産小麦の価格高騰時に、原料を国内産小麦

に差し替えることで価格の大幅な上昇を回避し

たが、その後の国内産小麦の19年産、20年産、

21年産と続いた価格上昇の影響を受けて製品価

格が上昇し続け、Ｆ社製品、Ｇ社製品の一部と

価格が逆転する状況となっている。2010年7月

時点の店舗調査の結果によれば、Ｈ社は、再び

原料を外国産小麦に切り替え、製品価格の上昇

を食い止めている。

以上のように、デフレ経済の下で、大手の2

次加工メーカー（製麺業）が、企業内のコストカ

ット等で、あくまでも価格を引き上げずに国内

産小麦を使用し続けようとしているのに対し

て、体力のない中小の2次加工メーカー（製麺業）

では、そうした取り組みを行うことができない

ので、国内産小麦を使いたい意向を持ちながら、

その使用を断念する企業も出てきている�。

国内産小麦の割高感が解消されれば、こうし

た国内産小麦の使用を断念した企業でも、再び、

国内産小麦の使用を再開する可能性があるが、

外国産小麦を使用する状態が長くなればなるほ

ど、その可能性は低くなっていくと考えられる。

やはり、国内産小麦の需要拡大のためには、で

きるだけ早く、国内産小麦の割高感が解消され

ることが期待される。

さらに、Ｆ社の製品でも見られたが、デフレ

経済下で、価格を引き上げづらいことから、製

品のポーションを減らすことで大幅な価格上昇

を回避する手法は、うどん（生麺）だけでなく、

インスタントラーメン、カップ麺、うどん（冷

凍麺）等の製品でも数多く見られた（こうした手

法は、小麦製品だけでなく納豆のような大豆製

品でも採用されている）。こうした手法は、当

該製品の売上額を当面減らさない効果はあるも

のの、全国レベル、中長期的な視点から見ると、

小麦の総需要量を減らしてしまうおそれがある

ことにも留意が必要である。

4．国内産小麦に対する根強い需要と国内産小

麦の需要の拡大が期待される新たな動き

デフレ基調の中で国内産小麦の価格に割高感

があるため、国内産小麦に対する需要が大きく

冷え込むことが心配されたが、以上紹介してき

たように、首都圏での「国内産小麦（100％）使用」

の表示がある商品の出回り量は減少してはいる

ものの、うどん（生麺）では、依然大きな販売額

シェアを占めており、根強い需要があることが

うかがえた。

つけ麺、ざるラーメン、冷やし中華といった

スタイルの中華麺で、「国内産小麦（100％）使用」

をうたった商品を開発・販売した前述の大手2次

加工メーカーＦ社では、外国産小麦と国内産小

麦との価格差次第で、国内産小麦の使用に関す

る方針を変える可能性を示唆していたが、商品

のウエイトは小さくなったとはいえ、依然として、

こうした新しいスタイルでの中華麺での使用を

続けている（ただし、食品スーパーの販売棚で

の扱いを見ると、国産にこだわりのある消費者

向けに特化した商品になりつつあることがうか

がわれる）。

また、インスタントラーメンでも、大手2次加

工メーカーのＦ社のほかＬ社も「北海道産小麦

100％使用」表示のある製品の生産を続けている。

さらに、新しい動きとして、大手製パン業3社

が、相次いで国内産小麦を使用した食パンの開

発・販売を始めており（このうち1社は再開発・

再販売）、大手食品スーパーでは、国内産小麦
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を使用したパンの販売コーナーを設けるところ

も出てきている�。

また、外食産業では、大手の中華麺チェーン

店（2010年7月現在455店舗）が、国内産小麦を使

用した麺の使用を2010年1月より全店舗で開始

したほか（小麦2,500ｔ相当）、全国各地のラー

メン屋でも国内産小麦を使用する店が増えてき

ている�。こうした中華麺での使用の増加を支

える動きとして、①北海道における春播き小麦

の初冬播きという技術普及による増産、②福岡

県での高タンパク小麦である「ミナミノカオリ」

の増産、③ラーメン専用小麦である「ちくしＷ2

号」（ラー麦）の開発・普及、④佐賀県における

「ニシノカオリ」から「ミナミノカオリ」への作付

け転換等がある。このほか、外食産業では、各

地域のご当地うどん（讃岐うどん、水沢うどん、

伊勢うどん、武蔵野うどん等）で、「地粉使用」

をキーワードに「国内産小麦使用」を強調する店

舗が出てきたり�、雑誌で特集が組まれるよう

になったことも新たな動きと言える。

こうした動きは、デフレ基調の下でも、なお、

消費者の国産志向に応えた製品に対する需要が

あり、単にこれまで国内産小麦の価格が外国産

小麦より低かったため、国内産小麦を使った製

品の需要が拡大してきた訳ではなかったことを

示している。

また、第4表は、近年、製粉企業や2次加工メ

ーカーから聞き取った外国産小麦と比較した上

での国内産小麦に対する評価であるが、これら

の評価からは、消費者サイドに国産志向がある

だけでなく、国内産小麦を使用する供給サイド

にも、国内産小麦を高く評価し、外国産小麦を

使用した製品と遜色ない、もしくは上回る製品

を作れるという考えがあることが分かる。

国内産小麦に割高感がある中で、なお、「国

内産小麦（100％）使用」の表示のある製品が一定

の市場を持ち、2次加工メーカーや製粉企業の

担当者に、こうした考えがあることも踏まえれ
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第4表　2次加工メーカー、製粉企業による国内産小麦に対する評価

資料：筆者が、2008年から2010年の間に、各企業から、主に外国産との比較で国内産に対する評価を聞き取った結果
である。
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ば、「国内産小麦は、外国産小麦に比べて品質

も劣るし加工適性も劣る」と言われ続け、外国

産小麦の増量材として使われることの多かった

時代に比べれば、「国内産小麦の需要について

は構造的な変化があった」と言っても決して過

言ではなく、また、小麦の国際価格の高騰時に

あった新たな取組によって拡大した需要のう

ち、現在でも定着した部分があることを踏まえ

れば、小麦の国際価格の高騰が、こうした構造

的な変化を促進した面もあったと考えられる。

5．おわりに

以上、2007年から2008年にかけて、小麦の国

際価格の高騰を背景に、国内産小麦に対する需

要が拡大したが、その後、2008年から2009年に

かけて小麦の国際価格が急落した後、国内産小

麦の需要がどの程度縮小し、価格高騰時に新た

に拡大した需要のうちどれだけの需要が残って

いるかを分析・整理してきた。

その結果、①国内産小麦への需要は減少しつ

つも、一定量が根強く残っていること、②「国

内産小麦（100％）使用」の表示のある製品につい

ても、減少はしているものの、新たに開発され

た製品も含めて、依然として数多く出回ってい

ること、③今後の国内産小麦の需要の拡大につ

ながる可能性がある新たな動きがあること、④

国内産小麦を使う供給サイドにも国内産小麦を

高く評価する声があること等が明らかになった。

これらの状況は、国内産小麦の需要について

は構造的な変化があったと見ることも可能であ

り、小麦の国際価格の高騰が、こうした構造的

な変化を促進した面もあったことを裏付ける結

果となっている。

他方で、①体力のない中小の2次加工メーカ

ー（製麺業）では、国内産小麦を使いたい意向を

持ちながら、その使用を断念する企業が出てき

ているが、外国産小麦を使用する状態が長くな

ればなるほど、一度、国内産小麦の使用を断念

した企業が国内産小麦の使用を再開する可能性

が低くなること、②国内産小麦に割高感がある

状況では、それまで外国産とブレンドされて使

われていた小麦が「国内産小麦（100％）使用」の

表示のある製品の原料として使用されるケース

が増える一方で、大手の2次加工メーカー等で

外国産とブレンドして使う絶対量が減ってしま

うため、国内産小麦の全体需要にはマイナスに

寄与すること、③デフレ基調が強まる中で、製

品のポーションを減らすことで大幅な価格上昇

を回避する手法が数多くの製品で採用されたが、

こうしたポーションの縮小が定着してしまえば、

全国ベースで、中長期的には小麦の需要を縮小

させる可能性があることも明らかにした。これ

らの動きは、いずれも国内産小麦の割高感に由

来するものであり、長く続けば、いずれの場合

も構造的な変化に結びつくおそれがある。

将来の国内産小麦の需要が拡大するために

は、できるだけ早く、国内産小麦の割高感が解

消されることが望まれるほか、国内産小麦の需

要拡大に結びつく可能性がある新たな動きを可

能な限り促進していく必要がある。

� 関東の中小製粉企業Ｌ社、九州の中小製粉企業Ｊ社からの聞き取り結果。他方で、北海道産「ホクシン」、「きた
のかおり」の落札残は、こうした動きからは説明ができず、外国産とのブレンド用需要の縮小、遠隔地での需要
の縮小等が要因として考えられる。

� 九州の中小製粉企業Ｊ社では、平成22年産の入札取引で、九州産の「チクゴイズミ」、「シロガネコムギ」を例年の
7割しか確保できなかったので、外国産とのブレンド用に回すことができず、そのほとんどを国内産小麦単独で
使用する予定である。また、自県産の食用小麦の大部分をこれまで1社で応札してきた関東の中小製粉企業Ｉ社
では、同県産小麦に割安感があったため、今まで付き合いのない2次加工メーカーから多くの申し込みを受けて
いる状況となっている。
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� 九州の中小製粉企業Ｊ社、Ｋ社からの聞き取り結果。
� 大手2次加工メーカー（製麺業）のＧ社では、国内産小麦の割高感がある中で、国内産小麦の使用量（家庭用製品に
使用する小麦粉の4割程度）を減らしておらず、こうした固定的な需要があることが、供給量全体が減少する中で、
不足感を与えている可能性がある。パン用小麦粉の生産を中心とする九州の中小製粉企業Ｋ社によれば、2009年
9月に国内産小麦100％使用の業務用小麦粉を値上げした際に、販売量の減少を懸念したが、契約数量の7割（不作
で3割減）しか供給量がない中で、需要が減らず、むしろ足りない状況となっている（この点は�の製麺業者向け
の小麦粉とは異なった動き）。

� 大手2次加工メーカー（製麺業）のＧ社（平成22年6月調査）、Ｆ社（21年2月調査）いずれのうどん製品においても、
プレミアムの付け方は異なるが、「国内産小麦使用」表示のある製品は、外国産小麦だけで作られている製品よ
り価格が高めに設定されている。

� 大手2次加工メーカー（製麺業）のＧ社では、デフレ基調が強まる時期に製品価格を上げられる状況にないとの判
断から自社内で原料の値上がり分を吸収する形で対応している（同社の業務用製品の多くと家庭用の中華麺等で
は外国産小麦を使用している）。

� 関東の中小製粉企業Ｉ社の取引先の中小2次加工メーカー（製麺業等）では、2009年11月に国内産小麦を使用した
小麦粉価格を引き上げたところ、「これまで国内産小麦を使ってきたが、残念ながら、これからは使えない」とい
う企業が増えてきており、2010年1～6月期では、国内産小麦を使っていた企業の4割が豪州産ASWに原材料を変
更している。九州の中小製粉企業Ｊ社でも、8月上旬出荷分から国内産小麦を使用した小麦粉の販売価格を引き
上げたところ、それ以降、製麺業者を中心に、販売量、販売額が共に減少している。

� 平成22年7月現在、第3表の中のＣスーパーＥ駅支店でも設置されている。
� 福岡の博多ラーメン、北海道の札幌ラーメン等のほか、近年では、首都圏を中心につけ麺屋での国内産小麦の使
用が増えており、筆者が22年7月時点においてインターネットで検索した結果、東京都内だけで44軒のラーメン
屋・つけ麺屋が国内産小麦を使用し、それをPRしていた。

� 例えば、東京都武蔵野市では、以前、小麦の生産が多く旧家で祝い事の時などに地元産の小麦を粉に挽いてうど
んを打ち、客に振る舞う習慣があったため、商工会議所と東京都麺類協同組合武蔵野支部が協力して武蔵野市の
“名物”として「武蔵野地粉うどん」を企画し、平成20年11月よりPR活動を行っている。この「武蔵野地粉うどん」
は、東京都と埼玉県に広がる武蔵野台地で栽培された小麦のみを使用したうどんであり、このうどんを提供して
いるそば・うどん店等13店舗では、「武蔵野地粉うどん」と書かれたオレンジ色ののぼり旗を立てて宣伝を行って
いる（武蔵野商工会議所資料より筆者が抜粋・編集）。

農林水産省　農林水産政策研究所

政策研究調整官（ ）
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1．そばの起源

（1） そばのルーツは中国大陸

ソバの起源地は、中国南西部の雲南や貴州地

方の高原と言われています。紀元前三千～五千

年（新石器時代）頃から自生していた野生のソバ

が栽培用に改良されながら、ネパールやヒマラ

ヤ諸国の西方へのルートと中国からシベリアや

極東へ伝わる北方へのルートを経て世界各地へ

と伝播して行ったと考えられています。今では

アジア大陸はもちろんヨーロッパ、アメリカ大

陸、そして南半球の国々で栽培されている世界

的な穀物であります。

（2） 日本上陸は縄文時代以前

日本全国に分布する縄文中期時代の遺跡から

ソバの種子・花粉が多く出土しています。縄文

後期時代の遺跡には栽培跡がたくさんみられる

ことから、それ以前に中国大陸から朝鮮半島経

由または沿海州から北日本に入り、全国に広が

ったのではないでしょうか。ソバは風や湿気を

嫌い、高温では実を結びにくい性質なので、北

方ルートで日本に上陸したのでしょう。ソバと

同じ頃に大陸から日本に伝わったといわれるイ

ネは暑さに強いので、東シナ海経由の南方ルー

トをとったといわれています。

わが国のソバ栽培の始まりは記録として最も

古いのは、『続日本紀
しょくにほんき

』巻九にある元正
げんしょう

天皇（女

帝）の 詔
みことのり

（722年）に、日照りによる大飢饉の

救荒作物として、大麦や小麦とともにソバを栽

培するよう命じたと記録されています。

（3） そば切りの起源

わが国のソバ栽培は五世紀の中頃にまで遡る

といわれているが、そば打ち、つまりそば切り

としての歴史は比較的浅い。そば米やそばがき

に代わる新食品としてのそば切りの起源は、現

在のところ、長野県木曽郡大桑村にある定勝寺
じょうしょうじ

でみつかった記録『定勝寺文書』である。戦国時

代の1574年に行われた仏殿の修復工事の際に

「ソハキリ」が振る舞われた、という記述があり、

平成4年冬に発見者である長野県の郷土史家・

関保男氏が発表した。

『定勝寺文書』では、寄進という形でそば切り

が出てきており、その起源がさらに遡ることは

間違いないが、それ以前の史料では、そば、ソ

バ、または蕎麦という記述は出てきても、そば

切りという言葉は発見されていないという。

（4） そば切りの発祥

そば切りの発祥は江戸時代初期頃だろうと推

測されるが、17 5 7年刊「大坂新町細見之図

澪標
みおつくし

」の記述によると、大坂は新町遊郭の旧西

大門のあった俗に砂場と呼ばれた辺りに

「和泉屋
い ず み や

」と「津国屋
つのくにや

」という二軒の麺類所があり、

俗称「砂場
すなば

」の名で親しまれていた。

1849年刊「二千年袖鏡
そでかがみ

」に「津国屋」の創業につ

いては、1584年と謳
うた

われている。これが事実で

あれば、日本で最も古いそば店となるが、他の

資料でみるかぎり真偽のほどははっきりしな

い。ただ、江戸では寛延頃に薬研堀の「大和屋」

が「大坂砂場そば」の看板を掲げており、現在の

東京の「砂場」は大坂に源を発し、江戸に根をお

そば業界の最近の動向
野　澤　　功
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ろしたといってよいだろう。

2．そばの定義

（1） 生粉打ち（十割そば）の意味

そば粉100％でそばを打つこと。また、その

そばのことを「生
き

粉
こ

打
う

ち（十割そば）」という。一

般にそばを打つ場合、そば粉だけではうまくつ

ながらないため、つなぎとして小麦粉を加える。

その小麦粉の事を「割り粉」というが、それに対

して、そば粉そのものを指して「生
き

粉
こ

」と読んだ

ことからできた言葉である。「生一本
きいっぽん

」ともいう。

そばは長く備荒食料として栽培され、そば米

にして煮て食べられていました。石臼の普及と

ともにそば粉を練って作る「そばがき」や「そば

もち」の形にして食べる方法が一般的になった

が、麺線の形のそばとして広く普及するのは、

江戸時代に入ってからのことである。所期の

「そば切り」は、つなぎの方法が知られていなか

ったため、すべてそば粉一本の「生粉打ち（十割

そば）」であったと思われる。

現在でも「生粉打ち（十割そば）」は各地で行わ

れており、なかでもそばどころ信州の伝統的な

そば打ちに、長い年月の中で完成された技術を

見ることができる。信州ではかつて、小麦粉は

むしろ貴重品だったため、山間部の農家ではそ

ばといえば、挽きぐるみのそば粉のみで打つも

のだった。「生粉打ち（十割そば）」には「割り粉」

を二割ほど入れた「江戸流」のそばのようなつる

つるとした口当たりのよさはないが、素朴な郷

土食としての味わいの中に生きているといえる

だろう。

（2） 二八そば

江戸のそば屋は最初に「生
き

そば」をつくってい

たから、どうしても切れやすい。そこで「蒸し

そば」を考えた。蒸籠で蒸し、大平に盛るとい

う仕方であるが、この名残りが今日の「せいろ」

である。一方つなぎに小麦粉を用いる江戸中期

に登場したといわれる二八そばは、その後のそ

ば人気上昇に大きく貢献しました。名前の由来

が「つなぎの配合率説」か「九九による代価説」

か、よく論議されるようです。

そばを打ちやすく、調理しやすくするために

切れない工夫をされたのが「つなぎ」。そば粉

（生粉）8に対して小麦粉（割り粉）2の割合が打ち

やすく、食べやすいというこの考案は、現代に

まで残されたノーベル賞級のそばレシピではな

いでしょうか。

さて、その頃のそばの値段は十六文。「二×

八で十六文」から、ウイットに富む当時の江戸

人に向けた洒落だったかもしれません。しかも

十六文時代が百年以上も続いたというから、江

戸のそば屋は粋なセンスだけでなく、経営手腕

も長けていたようです。十六文は現代に換算す

れば約480円。今も昔もそばは私たち庶民の強

い味方ではないでしょうか。

3．そばの生産量

（1） 国内産の生産状況

そばはわが国の伝統的な食品として広く人々

に親しまれ、また消費者の健康志向、食感の良

さ等から需要は堅調です。特に嗜好の高級化傾

向、食の安全・安心志向から国産そばに対して

実需者・消費者からも高い評価を得ている。

（表1）のとおり平成21年産のそばの作付面積

は45,400haであり、水田転作や中山間地域振興

作物・地域経済の中で付加価値を生む「地産地

消」の重要作物として、また他の作物との輪作

体系に組み込まれた型で作付けが増加傾向にあ

る。最近ではそば生産においても、地域的な生

産組織化や受委託等による規模拡大、収穫・乾

燥・調整作業における機械・施設の導入等によ
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る生産性や品質の向上が図られている。

一方、そばの生産には、なお古くて新しい課

題ではあるが、生産の不安定等の課題を抱えて

いる。平成16年には例年にない多くの台風の襲

来等、平成21年には北海道において7月中下旬

の低温、日照不足及び多雨による湿害が発生、

本州において7月下旬から8月上旬の降雨による

発芽不良等による作柄不良から国産そばの需給

が逼迫した。今後とも国産そばの生産と流通の

安定化を図るためには、生産性の高いそば産地

の育成と実需者・消費者の要望に応え得る高品

質そばの生産を推進する必要がある。

日本を代表する健康食であり自然食であるそ

ばについて、安定的な生産拡大と生産性・品質

の向上、実需者と消費者の期待に応えることを

目的として、社団法人日本麺類業団体連合会

（日麺連）では平成元年より社団法人日本蕎麦

協会が実施している、全国そば優良生産表彰事
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業に協力し、国内産玄蕎麦の生産増強に取り組

んでいる。

（2） そばの生産コスト

俗に“そばは75日”といわれ、播種後3か月程

度で収穫できるため、

①畑作地帯では、麦やたばこ、野菜等

②水田地帯では、水稲、麦、大豆等

との輪作体系の中に組み込まれている場合が多

い。

そばは、水稲や麦、大豆と比較して単収が低

いことから10a当たり粗利益が低いものの、省

力的でコストも低いため、一定の単収が確保で

きれば、10a当たりの所得は麦や大豆と比較し

て遜色のないものとなる。

（3） 経営事例

省力的でコストも低いため、労働生産性が高

い等の特性を生かし、

①大規模経営を展開している事例

②水田転作作物として集約化し、地域のそば屋

に安定供給している事例

③玄そばの販売のみならず、製粉・製麺等の加

工やそば打ち等により、付加価値販売を行って

いる事例

など、全国各地で多様な生産、販売の取組み

が行われている。

（4） 今後の国産そば生産振興の考え方

消費者の本物・こだわり志向などが進む中

で、国産そばの需要を将来にわたって安定的に

確保していくためには、

①実需者への安定供給（量、価格、品質）

②そば打ち加工等による地域での需要開拓等を

推進していく必要がある。

このため、農林水産省生産局農業生産支援課

では、水田における転作作物としての定着化を

図り、需要に則した安定的な生産・供給を図る

ため、全国1,100ヶ所弱（約4割）の地域水田農業

推進協議会において、そばに対し「産地づくり

交付金」を交付している。

また、そばの収益性を高めるためには、品質

及び労働生産性の向上が不可欠であることか

ら、共同乾燥調整施設やそば用コンバインの導

入等について、「強い農業づくり交付金」により

支援している。

4．そばの国別輸入量

そば・うどん店の営業に欠かせないのが玄そ

ばだが、昭和10年代の後半から国内の玄そばの

収穫量が減少傾向となった。

明治20年の収穫量 125,700t

明治30年の収穫量 111,400t

明治40年の収穫量 139,300t

大正 1年の収穫量 112,100t

大正10年の収穫量 128,400t

昭和 5年の収穫量 105,100t

昭和15年の収穫量 72,600t

昭和20年の収穫量 53,100t

昭和25年の収穫量 52,000t

昭和30年の収穫量 39,300t

これを憂慮した日麺連では、国内玄そばの生

産振興に取り組み、あわせて良質な外国産玄そ

ばの安定輸入を図るため、さまざまな施策を展

開した。国内においては昭和50年に社団法人日

本蕎麦協会を設立に力を注ぎ、玄そばの生産・

流通の近代化を図り、平成5年には北海道・江

丹別に農事組合法人を設立し、「純正そば粉確

保事業」に取り組んだ。また、外国産玄そばの

安定輸入に関しては、昭和38年、当時国交のな

かった中国との日中蕎麦貿易を苦難の末実現さ

せた。
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中国からの玄そば輸入は、以後今日まで絶え

ることなく安定して続いており、国内産玄そば

の生産量が増産できない現況において、中国産

玄そばは麺類業界になくてはならない原材料と

なっている。

現在、主な輸入国は（表2）のとおり、中国、

アメリカ、カナダが多いが、その他オーストラ

リア、ニュージーランド、アルゼンチン、モン

ゴル、ネパール、ミャンマー等からも輸入され

ている。

5．そばの需要拡大に向けた取組み状況

（1） そばの花観察運動

『そばの花観察運動』は本年で26回を迎え、四

半世紀を超えた日麺連の継続的事業であり、全

国の小学校に定着している。この事業の端緒と

なったのは、昭和57年11月、神奈川県のある小

学校教諭が家庭科の授業でそばを作りたいの

で、玄蕎麦が手に入らないかと日麺連を訪ねて

きた。

N先生（男性）は子どもたちが夢中になり、

「やったァ」と充実感を覚えるようなことをやり

たい。こう思って私はこの4年間家庭科専任を

してきたと自己紹介した。

小学校の授業にそばを取り入れてくれること

は、ファーストフード店、ファミリーレストラ

ンを選択する主導権を持つ子どもたちのそば離

れが心配されていた当時、身近にそばに親しん

でもらえる絶好の機会と協力することを伝え

た。

以来、「わたしたちの毎日の食生活と切って

も切れない関係にある『そば』。みなさんは、そ

ばの花を見た事がありますか。」のキャッチコピ

ーのもと、全国的な規模で「第1回そばの花観察

運動」として、会員組合、及び傘下組合の役員、

支部長を通して教育委員会・学校長会等から参

加校を募ったのが始まり。

昨年、第25回の結果は、全国から39校、（写

生画）1537作品の応募があり、最優秀1点、優秀

賞2点、努力賞10点、参加校・応募作品を高め

ることを趣旨として新設した日麺連賞10点が選

ばれた。

日麺連では、子どもたちにソバの種が花とな

り、種子（玄そば）がそば粉として加工され、さ

らに食としての「そば」として、次世代の消費者

層となる子どもに親しみと日本の食文化を継承

するとともに、食育基本法の一環として、学校

教育に側面から協力することにより、麺類飲食

業界の積極的な社会参加を目的として、今後も

積極的に展開していきたい。

また、地域社会の交流として、会員組合・支

部・組合員と小学校の関係を密接にし、そばづ

くりの体験、地元での参加作品の展示会の実施

などを推進していきたい。
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高騰や、コンビニや低価格の弁当店等他業種と

の競争により、経営は伸び悩んでおります。更

に中小、零細な個人店が主なそば・うどん店は、

経営者の高齢化、子供がいても他の職業に従事

し、後継者がいない店舗も多く、夫婦どちらか

が具合が悪くなると同時に廃業するお店が多

い。

一方、そば・うどんは健康的な食品として関

心が高まっていることから、消費者ニーズの変

化をとらえ、安全・安心・健康志向に対応した

食材調達やメニュー開発、更に「味」と「感動」を

提供する事が必要になってまいりました。

連合会では、今後も消費者へ身近な自然食で

健康食であるそば・うどんを提供するために、

「めんは元気な健康食」のテーマのもと、本年4

月号より、会員組合員向け機関誌『麺』の刊行に

あたり、会員組合ニュースや店舗紹介、各県の

青年部（会）の活動報告及び季節の逸品紹介など

今後の単組の事業推進のあり方や個店の新メニ

ュー作成の参考となるよう誌面の充実をはかり

ました。また、消費者利益の増進として「標準

営業約款」の登録推進、「めん類飲食店賠償責任

共済」の加入促進。経営者・従事者の老後の生

活をより豊かにする「日本麺類飲食業国民年金

基金」を安定的なものとするため、側面的に加

入促進協力することにより、業界独自の制度を

より充実させ経営基盤の確立と業界の展望を切

り開いてまいりたいと考えております。

社団法人　日本麺類業団体連合会

事務局長

（2） 女性層・ヤングファミリー層需要拡大に

向けて

平成20年度、女性生活情報誌Saita（サイタ）

に、SOBA＆UDONの情報を掲載した小冊子

「OuiMen（ウィメン）」を折込付録として全国22

万部同梱するほか、同誌に「毎日一食 そばで元

気＆キレイ」になるとした記事、「カラダがよろ

こぶ！そばレシピ」を掲載した。

平成21年度、女性においしい「OuiMen（ウィ

メン）」vol.2を10万部作成、傘下組合員へ10部

直送。また、雑誌「dancyu」の定期購読者（約2

千冊）に同梱。同誌に「毎日食べてキレイをゲッ

ト そばは“天然の美容食”です。」で元気＆キレ

インになるとした記事及び「美味＆栄養満点そ

ばレシピ」を掲載し、女性層ヤングファミリー

層の需要拡大を図っているところである。

（3） そば祭り等への協力

町・村おこし事業として各地で開催されてい

る「そば祭り」等のそば関連イベントや外食関連

展示会等のイベントに後援・資料提供等で協

力、そば・うどん等の麺類のPRに寄与してい

るところである。

6．業界を取り巻く課題

最近は景気の先行不安感によるデフレ傾向が

強まり、消費支出の中で外食に対する割合が減

少し、中食などの調理食品への割合は増加いて

いる状況下において、生
き

そば（毎日手づくりそ

ば・うどん）を提供しているそば・うどん店は、

主原料である国内産及び外国産（中国）玄そばの （ ）
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気泡があった方がおいしいものは、まだあり

そうである。

ヤマノイモは、強い粘性をもつ。この粘性は

グロブリン様タンパク質にマンナンが結合した

ものによる。撹拌すると気泡を保持するので、

ソフトな口触りとなる。とろろややまかけとし

て食べるのは、まさに気泡を味わっているとし

か思えない。

さらに、その気泡を利用した膨化調理がある。

ヤマノイモと米粉、砂糖などで作る、まんじゅ

うではヤマノイモが膨化剤である。蒸して仕上

げるが、まんじゅうの中でも、薯蕷まんじゅう、

そばまんじゅうはヤマノイモと米粉でつくる。

酒まんじゅうや薬まんじゅう類は小麦粉と膨張

剤でつくり、ヤマノイモは使わない。

起泡のための撹拌といっても、ヤマノイモの

場合、擂りおろしてすり鉢で擂るという方法で

ある。こうすることによって空気を抱きこませ、

その空気をヤマノイモの糖タンパク質が包んで

安定な細かい気泡が多数出来る。加熱すると、

米粉のデンプンは糊化してのびやすくなる。こ

の糊化デンプンが加熱によって膨張するヤマノ

イモの気泡を逃すことなく、包んで伸展する。

特に鹿児島銘菓のかるかんは、鹿児島のシラ

ス台地で採れる野生種である自然薯（じねんじ

ょ）の気泡性を利用した菓子である。自然薯を

あくぬきしてすりおろし、砂糖とかるかん粉

（うるち米を浸水し挽いたもの）をまぜて蒸す。

軽石のように軽い羹という意味で軽羹と呼ばれ

るようになった。

米粉や魚肉のすりみは小麦粉のバッターに比

べると相当粘性も弾性も強そうであるが、これ

を膨化させるのであるから、ヤマノイモの気泡

は卵白の泡などに比べると、かなり安定で丈夫

な泡ではないかと思う。

日本料理ではすり鉢とすりこぎを使用して、

ゴマをすったり、伊達巻きのたまごとすり身を

すり混ぜたりするなどの調理を行う。これもど

うやら、日本独特かもしれない。

さらに、ヤマノイモをすりおろしてまぜるこ

とによってソフトな口触りを味わう料理もあ

る。椀だね、あるいは薯蕷蒸しなどである。例

えば、椀だねの“しんじょ”は、白身の魚、鶏、

エビ、イカなどのすりみに擂りおろしたヤマノ

イモや卵白を加え、だしと調味料を加えて蒸し

たり、茹でたりして成型したものである。“えび

しんじょ”はエビを材料にした“しんじょ”であ

る。

なお、“しんじょ”というのは元来、米の粉と

ヤマノイモを合わせて作った練り菓子の名称と

いうことである。また、ヤマノイモを使用せず

白身魚の落し身に塩とデンプンを加えて擂り、

成型して茹でたものを“しんじょ”ということも

あり、つみれと同様である。鶏つくねも同様に、

鶏のひき肉に卵、ヤマノイモをまぜて楕円形に

成型して椀だねとする。

江戸時代の豆腐だけを素材に扱った料理書

「豆腐百珍」（何必醇原著）の中に、はんぺん豆腐

というものがある。福田浩氏の訳によると「長

いもをよく摺り、豆腐は水を絞る。同量の割合

さらに、おいしさと泡　―その2―

畑　江　敬　子
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でよく摺りまぜ、丸くとり、美濃紙で包んで湯

煮する。白玉豆腐ともいう。」とある。さしずめ、

豆腐しんじょである

薯蕷蒸しは白身魚の上に擂りおろしたヤマノ

イモをのせて蒸した蒸し物である。

ひりょうずとはがんもどきの別称であるが、

豆腐の水分を切っておろしたヤマノイモを混

ぜ、刻んだエビやギンナンなどをまぜて、揚げ

油で最初はやや低温の120～130で、次に170℃

であげる。気泡とともに、ヤマノイモの粘性が

つなぎの役割もしている。

広辞苑によると、「ひりょうず（飛竜頭）filhos

ポルトガルから。①粳米と糯米の粉を等分に混

ぜ、ゆでて油で揚げた食品。又、うどん粉に豆

腐又は山芋のおろした物を混ぜ、針牛蒡、木耳

を包んで揚げた食品。②がんもどきの異称。」と

ある。いずれにしても豆腐が密に詰まった状態

よりも、空気が混ざってふわっとした口触りが

おいしい料理である。

つなぎといえば、そばのつなぎもヤマノイモ

である。

なお、ここではヤマノイモと書いたが、ヤマ

ノイモには栽培種として、イチョウイモ（粘り

が強い）、ツクネイモ（収量が多い）、ナガイモ

（粘りが少ない、生育が早い）、ヤマトイモ（品

質が良い、水分が少なく粘りが非常に強いので

高級料理や製菓材料とする）がある。自然種と

してジネンジョ（古くから野生し、食用や薬用

に利用されたが、アクが強くやや泥臭いが自然

の山の味）があり、それぞれ目的に合わせ用い

られている。

ちなみに、デンプンを多く含む芋類を生で食

べることはほとんどない。ヤマノイモだけが何

故かとろろとして生で食べる習慣がある。強力

なアミラーゼがあると言われるが、これは疑問

である。細胞壁のセルロースが薄いために消化

されやすいのではないかともいわれている。生

で食べるとしても、すりおろして空気を多量に

含んだ状態であり、量からするとそれほど多く

ないことも理由のひとつかもしれない。

このようなヤマノイモをすりおろしてとろろ

にしたり、膨化調理に用いる例は、日本独特で

はないかと思う。中国食品事典（書籍文物流通

会、1960年）によると、山薬として「薯蕷、薯薬

とも言う。ナガイモ、ヤマノイモ。＜神農本

草＞にも出てくる古い作物。日本のようにトロ

ロにするかについては不明。中国の書物にはト

ロロ料理はでていない。」とある。

また、フランス料理でも、ヤマノイモはない

し、もちろん擂りおろして膨化剤として用いる

ことはない。フランス人は一般にもちもちした

食感をあまり好まないということである。かる

かんは好みではないらしい。

いずれにしても、ヤマノイモという素材を泡

立てて、泡を味わい、また膨化剤として用いる

というのは先人の残した日本の伝統的な知恵で

ある。

（和洋女子大学教授　日本家政学会会長）
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業務日誌�

構造改善事業等助成実施状況調（45事業年度）（平成22年8月現在）

調査広報
★平成22年8月17日 ＝「製粉振興」8月号の編集委員会を開催した。

平成22年8月の構造改善事業審査結果

前回から8月までに事業を完了したもの、およびこの間に提出

された事業計画の審査を完了したものは次のとおりである。

①　完了報告関係（助成金交付額決定）

安全・品質管理施設に対する助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2件

②　計画書関係（助成対象とする内示）

安全・品質管理施設に対する助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1件

業務

区　分
項　目

構造改善事業
転 廃 業 助 成
製品の物流合理化施設助成
安全・品質管理施設助成
安全・品質管理の認証取得等助成

計

助 成 金 交 付 額
件　数

－
－
2
－
2

千円
－
－
368
－
368

金　額
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世界　　（1）2010年の小麦生

産量は6億6,410万トン。

国際穀物理事会（IGC）予測の国

別小麦生産量を［表1］に示した。2010年の総生

産量は6億6,410万トンで、前年より1,240万トン

（1.8％）少ない。前年より減少する国が多いが、

アルゼンチン、イラン、トルコ、インド、エジ

プト、及びオーストラリアは増加する。

（IGC-GMR・401／10）

（2）2010/11年度の小麦消費量は6億5,760万ト

ン。在庫が増加。

IGCの世界と主要輸出国の小麦需給予測を

［表2］に示した。2010/11年度の食用消費は前

年度比400万トン増の4億5,510万トン、飼料用

は40万トン増の1億940万トン、工業用は230万

トン増の2,240万トンで、総消費は870万トン増

の6億5,760万トンである。期末在庫は2億130万

トンに増え、貿易量は200万トン減の1億1,960

万トンである。アメリカの在庫は増えるが、

EUでは少し減り、アルゼンチンは少ない。5大

輸出国の合計期末在庫は130万トン減の4,990万

トンである。ロシアは生産が減るが、前年度並

みの輸出をし、ウクライナは生産、輸出共に減

り、在庫が少ない。

（IGC-GMR・401／10）

（3）2007/08年度の小麦食用消費量は中国、イ

ンド、アメリカ、パキスタンの順。

IGCによる2006/07年度と2007/08年度の主要

国での小麦用途別消費量を［表3］に示した。

2007/08年度の世界全体の消費量は6億1,370万

トンで、前年度より310万トン多い。食用消費

量は4億4,570万トンで、前年度より550万トン

多い。国別の食用消費量は、中国が最大の

9,050万トン（前年度比70万トン増）、次いでイ

ンドの6,800万トン（90万トン増）、アメリカの

2,510万トン（50万トン増）、パキスタンの2,000

万トン（20万トン増）、ロシアの1,660万トン（前

年度と同じ）の順である。

（IGC-World Grain Statistics 2009）

アメリカ　（1）2010年版「アメリ

カ人のための食事ガイドライン」の

原案がパブリックコメント段階へ。

合衆国農務省と保健福祉省が共同で進めてい

た2010年版「アメリカ人のための食事ガイドラ

イン」の原案が公表され、7月15日までパブリッ

クコメントを受ける。その後、若干の修正など

を経て、秋には正式に公表される見込み。諮問

委員会のHorn委員長によると、肥満対策が最大

の課題だという。おいしくて、高エネルギーで、

微量栄養素が不足した食品や飲料を摂取する風

潮があり、主要栄養素の摂取過多、運動不足、

及び座っている時間の長さが肥満の原因だと指

摘している。1980年の初版以来、5年ごとに改定

版が出され、その時代に応じた科学に基づく栄

養と食事のガイドラインを提供し、教育や普及

の指針になってきた。平均してどの年代の人も、

野菜、果物、高繊維の全粒穀物、低脂肪の牛乳

や乳製品、及び海産食品の摂取量が少なすぎ、

砂糖、固形脂肪、精製穀物、及びナトリウムの

摂取量が多過ぎると指摘した。野菜、調理した
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インゲン豆やエンドウ、果物、全粒穀物、ナッ

ツ、及び種子に重点を置いた植物ベースの食品

の摂取に早急に切り替える必要がある。さらに、

海産食品、無脂肪及び低脂肪の牛乳と乳製品の

摂取増と、脂肪分が少ない肉、鶏肉及び卵の適

度な摂取を提唱した。砂糖や固形脂肪を含む食

品の摂取を大幅に減らす必要がある。ナトリウ

ムの摂取を減らし、精製穀物、特に砂糖、固形

脂肪及びナトリウムを加えた精製穀物の摂取を

減らさなければならない。固形脂肪と砂糖から

のカロリー摂取を20～30％減らすべきだとして

いる。モノ及びポリ不飽和脂肪酸に置換した食

品を食べることによって飽和脂肪酸の摂取量を

全カロリーの7％未満にするよう勧告した。食

事中のコレステロールは1日300ミリグラム未満

にし、できれば200ミリグラム未満が望ましい。

トランス脂肪酸を食べないようにし、健康に良

いオメガ-3脂肪酸を含む海産食品を8オンス食

べるよう勧告した。脂肪からのカロリーは全カ

ロリーの20～35％にする。なお、最終版が公表

された時点で、その詳細を本誌で紹介する予定。

（FBN・June 22／10）

（2）貯蔵小麦粒に潜む害虫を検出する装置を

開発。

合衆国農務省農業研究局とN a t i o n a l

Manufacturing社（本社はネブラスカ州Lincoln）

が共同で、小麦粒中に潜む害虫の検出装置を開

発した。「insect-o-graph」という名称で、電気

伝導信号を用い、害虫が中に潜んでいる小麦粒

を粉砕すると起こる電気スパイクを読み取る。

ソフトウェアによって1キログラム中の害虫数

を数える。3万の健全粒中にある5～10粒の虫害

粒を検知できるという。1キログラムの小麦を

試験する時間は1分である。

（World-Grain.com・June 24／10）

（3）Ralcorp社がAIPCを買収してパスタに参入。

Ralcorp Holdings社は業容拡大戦略の一環と

して、12億ドルでAmerican Italian Pasta Co.

（AIPC）を買収した。買収後は独立部門として運

営する。2009年10月2日締めの年度のAIPCの純

利益はこれまで最高の8,830万ドルを記録した。

これによるRalcorp Holdings社の部門別売上高に

占めるパスタの割合は13％になる見込み。

（MBN・89-9／10）

（4）5月のパン価格は下落。

合衆国労働省によると、5月の型焼き白パン

平均小売価格は1ポンド（約454グラム）当たり

135.9セントで、前月比0.4セント、前年同月比

5 . 4セントの下落である。小麦全粒粉パンは

178.6セントで、前月比3.5セント、前年同月比

9.9セントの下落である。家庭用小麦粉は1ポン

ド当たり48.5セントで、前月比1.2セント高、前

年同月比3セント安である。パスタは、109.2セ

ントで、前月比4セント、前年同月比8.2セント

安である。

（MBN・89-9／10）

イタリア　　世界最大のパスタ生

産・消費国。

製粉工場は516あり、そのうち

178工場がデュラム小麦を専門に挽いている。

パスタ工場は129あり、売上高は30億ユーロを

超えている。工業規模のパン工場が185、手づ

くりベーカリーが24,500あり、パン全体の売上

高は70億ユーロである。菓子産業の売上高は

101億ユーロで、そのうち穀物関係が40億ユー

ロである。製粉協会（ITALMOPA）によると、

2008年の製粉工場の総生産量は1,025万トンで、

内訳は小麦粉が386万トン、セモリナが340万ト

ン、ふすまが299万トンだった。6,000万人を少
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し超える全人口のうち7％が移民で、この人た

ちが食品産業を支えているともいえ、他のヨー

ロッパ諸国からの原料や製品の輸入も増えてい

る。普通小麦粉では上位5社が全小麦粉の20％

を生産している。［表4］のように、2009年のパ

スタ生産量は315万トンで世界最大であり、1人

当たり26キログラムの消費量も世界最高であ

る。ドイツが最大のパスタ輸出市場で、フラン

ス、アメリカ、イギリスがこれに次ぐ。Barilla

グループが最大の食品会社で、2009年の売上高

は41.71億ユーロ、EBITDA（税引前利益＋特別

損失＋支払利息＋減価償却費）は5.27億ユーロ

である。売上高が32億ユーロのBarilla G e R

Fratelli社は世界最大のパスタメーカーであり、

イタリア最大のベーカリー製品メーカーでもあ

る。Grandi Molini Italiani社が最大の製粉企業

で、国内に5工場を持ち、2009年の売上高が

2.63億ユーロ、小麦挽砕量が98.5万トンだった。

小麦生産量は700～800万トンで、そのうちデュ

ラム小麦が約400万トンである。不足分を輸入

しているが、デュラム小麦は110～150万トンを

カナダ、アメリカなどから輸入している。

（WG・28-6／10）

エジプト 小麦の輸入先を拡大。

一次産品供給公社（GASC）は

2009/10年度（7～6月）に553万トン

の小麦を輸入しており、220～300万トンの国内

産小麦を買い付ける見込みである。本年度の輸

入先別シェアはロシアが58 . 7％、フランスが

27.2％、アメリカが7.6％だが、ドイツ、カザフス

タン、カナダからも少量輸入した。さらに、輸

入先をルーマニアとポーランドにも拡大して適

正価格で必要な品質の小麦の確保を図る。6月

19日のテンダーではロシアとカザフスタンから

それぞれ6万トンの小麦をトン当たり166米ドル

で買い付けた。

（World-Grain.com・June 24，27／10）

カザフスタン　　2009年の小麦

粉輸出は前年比30％増。

国内情報によると、2009年の小

麦粉輸出は前年比30％増の220万トンだった。

小麦粉生産量の約56％に相当し、製粉業界はさ

らに輸出市場の拡大を目指している。世界の小

麦粉輸出の18％強を占め、最大の輸出国である。

輸出先はウズベキスタン、タジキスタン、キル

ギス、アフガニスタンなどである。

（World-Grain.com・July 07／10）

カナダ　　カナダ・ブレッド社が

国内最大の製パン工場の建設を開

始。

Canada Bread社は6月23日、オンタリオ州

HamiltonのRed Hill工業団地の37.5万平方フィ

ートの敷地に、国内最大の製パン工場建設の起

工式を行った。建設費は1億カナダドルで、第1

製造ラインは1年後の2011年7月に稼働し、残り

のラインも2011年末には完成の見込み。

（MBN・89-9／10）

ケニア　　小麦の輸入関税を引き

下げ。

政府の6月11日発表によると、

今後1年間、小麦の輸入関税をこれまでの35％

から10％に引き下げる。国内産小麦の不足を補

うのが目的である。

（IGC-GMR・401／10）

スイス　　（1）パンの消費は堅

調だが、製パン業界は変化。

ベーカリー製品の年間売上高は
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約20億ユーロで、年率1％で伸びている。消費

者は焼きたてのパンを毎日買う習慣があり、手

づくりベーカリーが売上高の70％以上を占め

る。最大の製パン会社である小売り大手

Migros社の製パン部門でもシェアは9％に過ぎ

ない。健康が最大の関心事である。人口の20％

以上が外国人なので、この人たちの食事の影響

を無視できない。チューリッヒの南のAdliswil

にある日系のヒロ・タカハシ氏が経営する日本

ベーカリーでは、スイスパンの他に、あんパン、

抹茶入りペストリー、わさび入り製品などをつ

くり、日系人の注目を集めている。しかし、小

規模ベーカリーは減少しており、チューリッヒ

北部地区で見ると50年前の40店が現在では11店

になった。小売り大手のMigros社や協同組合

が家族経営のベーカリーを買い、新しい店舗を

開店してチェーンを拡大している。包装しない

パンが好まれるが、手づくりベーカリーよりス

ーパーのインストアベーカリーや大手製パンの

チェーンで買う量が増えている。ドイツ系の

AldiやLidiのようなディスカウントチェーンが

参入し、徐々に受け入れられつつあり、パンも

販売している。Migros社の2009年の売上高は

75億ユーロで、250万人の会員を持つ協同組合

が最大のライバルである。協同組合は2,000店

舗を持ち、多種類の包装しないベーカリー製品

を販売しているが、シェアは4％である。チュ

ーリッヒに本社があるAryzta社は2008年にア

イルランドのI AW Sグループがスイスの

Hiestand社を買収してできた世界最大の冷凍ベ

ーカリー製品メーカーで、冷凍及び部分加熱製

品に注力している。食生活は変化しているが、

パンは朝食の中心で、ジャムやチーズと食べる。

サンドイッチも昼食やスナックとして人気があ

る。週末にはZopfというバターをたっぷり入

れた生地から焼くパンが食べられている。

（EB・28-6／10）

（2）Aryzta社がアメリカのベーカリー製品2社

を買収して、2倍規模に。

Aryz t a社は200 8年にIAWSグループが

Hiestand社を買収してできた会社だが、アメリ

カのFresh Start BakeriesとGreat Kitchensを

それぞれ9億ドルと1.8億ドルで取得した。これ

によって製造量は2倍になり、新たに9か国の30

か所に工場を持つことになる。取得2社合計の

年間総収入は10.3億ドル、EBITDAは約1.33億

ドルである。カリフォルニア州Breaに本社が

あるFresh Start Bakeriesは、アメリカ、カナ

ダ、ドイツ、ポーランド、スウェーデン、スペ

イン、ブラジル、オーストラリア、ニュージー

ランドに工場を持ち、スペシャルティベーカリ

ー製品を広く供給すると共に、クイックサービ

ス・レストラン分野でもリーダー的存在であ

る。イリノイ州RomeovilleのGreat Kitchens社

はピザ製造の大手である。

（MBN・89-8／10）

スリランカ　　小麦輸入関税引き

上げで、小麦粉を値上げ。

政府は粉乳国内価格を10％引き

上げたのに続いて、しばらく無税だった小麦の

輸入関税を1キログラム当たり10ルピー再課税

した。これに伴い最大の製粉会社のプリマ製粉

は小麦粉小売価格を1キログラム当たり10.50ル

ピー値上げして73.50ルピー（0.65米ドル）にした。

パンの価格も約10％引き上げられた。米が主食

だが、都市ではパンの消費が増えており、小麦が

ほとんど生産されないので、輸入に依存してい

る。

（World-Grain.com・June 23／10）
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中国　　（1）穀物生産量は増加

傾向で、ほぼ自給自足。

IGCがまとめた穀物生産量を

［表5］に、穀物貿易量を［表6］に示した。生産

量は小麦が1億1,000万トン、トウモロコシが1

億6,000万トンでほぼ横ばいだが、米が増産傾

向で2億トンに近くなり、穀物全体としては5億

3,000万トンに増えた。輸出入はほとんどない。

（IGC-GMR・401／10）

（2）小麦の買上げ価格を3.5％引き上げ。

政府は主要6省の2010年産小麦の買上げ価格

を前年より約3.5％高のトン当たり1,720～1,800

元（252～264米ドル）にすると発表した。5月21

日から9月30日の間に市場価格がこの価格を下

回った場合に買付けが行われる。

（IGC-GMR・401／10）

ドイツ　　BASF社とモンサント

社が共同で遺伝子組換え小麦品種

の開発へ。

世界最大の総合化学メーカーのBASF社（本

社はドイツ南西部のルートヴィヒスハーフェ

ン）とMonsanto社は高収量でストレス耐性があ

る小麦品種を遺伝子組換えで開発する。両社は

2007年にトウモロコシ、大豆、綿花、及びカノ

ーラ品種の共同開発を15億米ドルで始めたが、

今回10億ドル以上を追加して小麦の研究を進め

るという。開発した品種はモンサント社が販売

し、利益分配率はモンサント社が60％、BASF

社が40％だという。

（World-Grain.com・July 08／10）

パキスタン　　国内小麦流通と小

麦製品輸出をめぐって全国の製粉

会社が5日間のストライキ。 ラ

マダン月の小麦粉危機が心配された。

パキスタン製粉協会によると、全国の1,130の

製粉工場の多くが7月8日から無期限のストライ

キに入っていたが、連邦政府が要求を受け入れ

たとして、5日間で中止した。ストライキの理由

は、Sindh州政府が他の州からの小麦の流入を

禁止し、連邦政府がアフガニスタンへの小麦粉

輸出を禁止したことへの抗議行動らしい。製粉

協会と連邦政府の話し合いで、Sindh州政府に

小麦の流入禁止令を解くよう要請することを約

束し、20万トンの小麦製品の輸出を認めた。こ

れによって国内の小麦流通での障壁がなくな

り、アフガニスタンへの小麦粉輸出が可能にな

るが、アフガニスタンへの輸出では国境で政府

や警察の官僚から賄賂を要求されるという問題

がある。製粉協会は要求が完全実施されない場

合には、再度ストライキを行うとしている。8

月11日からのラマダンの聖なる月を前にして、

小麦粉の値上げに続いての製粉工場の5日間の

ストライキで小麦粉危機が心配されたが、とり

あえず回避された。

（World-grain.com・July 7,8,11,12／10）

メキシコ　　ビンボグループが製

菓会社を買収。

Grupo Bimbo S.A.B. de C.V.は

国内の菓子グループのDulces Vero社を買収し

た。Dulces Vero社は1952年創業の総合菓子メ

ーカーで、2009年の売上高は約11億ペソ（8,700

万米ドル）である。Grupo Bimbo社のスナック

部門に編入され、国内の菓子市場とアメリカで

のヒスパニック市場での販売力強化への貢献が

期待される。

（MBN・89-9／10）
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［表1］ 世界の小麦生産量 （百万トン）

2010（予測）2009（推定）20082007地区・国名

4.33.64.42.3ブルガリア

EU-27ヨ
ー
ロ
ッ
パ

4.24.34.74.0チェコ

5.46.05.04.5デンマーク

37.938.339.532.8フランス

25.225.126.020.8ドイツ

4.94.45.74.0ハンガリー

1.61.71.71.1ギリシャ

7.47.09.07.3イタリア

8.89.89.38.3ポーランド

6.84.87.82.9ルーマニア

1.61.51.81.5スロバキア

5.14.86.76.3スペイン

2.32.32.22.3スウェーデン

16.014.417.313.1イギリス

10.110.310.28.5その他

141.7138.3151.2119.7　計

2.22.12.12.0セルビア

2.72.52.82.5その他

146.5142.9156.1124.2　計

16.516.513.016.5カザフスタン

C
I
S

57.061.763.849.4ロシア

19.020.925.913.9ウクライナ

14.414.514.713.9その他

106.9113.6117.393.6　計

22.026.528.620.1カナダ北
・
中
ア
メ
リ
カ

4.04.34.03.5メキシコ

56.060.368.055.8アメリカ

TTTTその他

82.091.1100.679.4　計

12.08.08.416.4アルゼンチン

南
ア
メ
リ
カ

5.24.96.03.8ブラジル

1.51.11.21.1チリー

1.11.70.70.8ウルグアイ

1.11.20.91.0その他

20.917.017.323.1　計
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2010（予測）2009（推定）20082007地区・国名

14.512.010.015.0イラン

近
東
ア
ジ
ア

0.51.01.82.6サウジアラビア

4.04.02.14.1シリア

18.518.017.015.5トルコ

2.51.81.62.7その他

40.136.832.539.9　計

111.0115.1112.5109.3中国
太平洋
アジア

極
東
ア
ジ
ア

1.41.11.41.3その他

112.4116.2113.9110.6　計

4.24.13.54.5アフガニスタン

南アジア

81.080.678.675.8インド

23.024.021.523.3パキスタン

2.12.22.32.1その他

110.3111.0105.9105.7　計

222.7227.2219.8216.3計

3.03.51.32.8アルジェリア

北アフリカ

ア
フ
リ
カ

8.78.58.07.4エジプト

0.10.10.10.1リビア

4.06.43.71.6モロッコ

1.51.91.61.5チュニジア

17.420.414.713.4　計

2.32.22.51.9エチオピア

サハラ以南
2.02.02.11.9南アフリカ

1.11.21.41.6その他

5.45.46.05.4　計

22.725.820.718.8計

22.021.721.413.6オーストラリアオ
セ
ア
ニ
ア 22.322.021.813.9　計

664.1676.5686.1609.1世　界　計
（2010年6月22日現在）Tは5万トン以下 （IGC）
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［表2］ 世界及び主要小麦輸出国の小麦需給 （百万トン）

期末

在庫
輸出

消費
供給計輸入生産

期初

在庫 計a）飼料用工業用食用

アルゼンチン（12月／11月）

1.07.34.00.10.13.512.30.08.43.92008/09

1.04.04.10.10.13.59.00.08.01.02009/10　推定

0.88.14.10.10.13.513.00.012.01.02010/11　予測

オーストラリア（10月／9月）

3.014.87.34.10.22.325.00.021.43.62008/09

3.414.37.03.70.22.324.70.021.73.02009/10　推定

3.714.67.13.80.32.325.40.022.03.42010/11　予測

カナダ（8月／7月）

6.518.77.83.50.43.033.00.028.64.42008/09

7.017.68.44.00.63.033.10.126.56.52009/10　推定

4.515.98.64.00.73.029.10.122.07.02010/11　予測

EU-27（7月／6月）

18.826.1124.253.09.454.0169.27.6151.210.32008/09

14.621.9126.252.711.254.1162.75.5138.418.82009/10　推定

14.021.3126.452.212.654.0161.85.5141.714.62010/11　予測

アメリカ（6月／5月）

17.927.634.37.10.724.479.83.568.08.32008/09

25.324.131.94.90.624.481.33.160.317.92009/10　推定

27.024.333.05.40.724.884.33.056.025.32010/11　予測

5大輸出国計

47.294.5177.667.710.887.2319.311.1277.630.52008/09

51.281.9177.665.412.787.3310.88.7254.947.22009/10　推定

49.984.3179.265.514.487.6313.68.6253.751.22010/11　予測

カザフスタン7（7月／6月）

2.05.87.71.90.12.615.40.113.02.32008/09

3.57.47.71.90.12.618.60.116.52.02009/10　推定

5.07.57.61.80.12.620.10.116.53.52010/11　予測

ロシア（7月／6月）

10.018.339.814.00.416.868.10.163.84.22008/09

12.618.041.315.50.416.871.90.261.710.02009/10　推定

11.118.040.715.00.416.869.80.257.012.62010/11　予測

ウクライナ（7月／6月）

3.012.912.12.50.26.828.00.125.92.12008/09

2.49.412.12.50.26.823.80.020.93.02009/10　推定

2.56.912.12.50.26.821.50.119.02.42010/11　予測

b）a）b）世界計

167.3135.9639.5106.418.2446.4806.7135.9686.1120.62008/09

194.9121.6648.9109.020.1451.1843.8121.6676.5167.32009/10　推定

201.3119.6657.6109.422.4455.1859.0119.6664.1194.92010/11　予測

a）種子用および廃棄分を含む、b）IGC7月／6月データ：CIS域内貿易を含む、 
（2010年6月22日現在） （IGC）
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［表3］ 世界主要国の小麦消費量 （千トン）

2007/082006/07
地域・国名

計その他種子用飼料用工業用食用計その他種子用飼料用工業用食用

123.12.86.448.96.958.1129.02.66.355.26.858.0ヨーロッパ

117.62.56.247.96.754.3123.62.46.054.46.654.2EU（27）

1.00.1…0.20.10.60.90.1…0.20.10.6スイス

76.07.68.722.21.336.273.47.08.620.91.235.8CIS

7.81.61.52.00.12.66.20.81.51.50.12.3カザフスタン

36.82.24.712.90.416.636.42.14.612.70.416.6ロシア

12.31.01.52.70.26.911.61.11.52.10.26.8ウクライナ

7.10.90.31.80.23.86.80.80.31.70.23.8ウズベキスタン

44.10.53.53.01.335.949.40.73.48.71.435.3北中米

6.4…1.02.20.42.98.8…1.04.50.52.8カナダ

5.70.20.20.20.15.06.40.30.20.60.15.2メキシコ

28.6…2.30.40.725.130.9…2.23.40.724.6アメリカ

23.41.00.80.70.320.623.41.10.80.60.320.7南米

5.00.10.50.10.14.34.8…0.5…0.14.3アルゼンチン

10.20.50.30.30.19.010.20.60.30.30.19.0ブラジル

2.10.1T0.1…1.92.20.1T0.1…2.0チリ

1.30.1………1.21.20.1………1.1コロンビア

1.50.1…0.10.11.31.60.1…0.10.11.3ペルー

1.5…………1.51.7…………1.7ベネズエラ

284.613.312.87.24.3247.0278.511.212.76.84.1243.6アジア

50.94.32.92.20.940.650.14.22.92.70.939.5近東アジア

15.01.80.40.50.212.115.01.80.40.50.212.1イラン

6.00.50.40.20.14.85.90.40.40.20.14.8イラク

1.40.10.10.2…1.11.70.10.10.5…1.0イスラエル

2.50.20.10.1…2.22.50.10.10.1…2.2サウジアラビア

4.40.40.20.40.23.14.20.50.20.50.22.8シリア

16.91.01.70.80.313.116.41.01.70.80.312.7トルコ

2.30.1………2.22.40.2………2.3イエメン

233.89.09.85.03.4206.5228.47.19.84.23.2204.2極東アジア

125.32.94.54.63.0110.4122.92.44.53.92.7109.5太平洋アジア

102.42.04.43.02.590.599.21.44.41.52.289.8中国

5.2T…0.1…5.15.60.4…0.1…5.2インドネシア

6.20.5T0.50.25.05.90.3T0.50.24.9日本

3.10.1…0.70.12.33.2T…1.00.12.1韓国

1.1…………1.11.1…………1.1マレーシア

2.30.2…0.1…2.12.70.1…0.4…2.2フィリピン

1.00.1…0.2…0.81.10.1…0.2…0.9タイ

1.20.1………1.11.20.1………1.1ベトナム

108.46.15.40.50.596.1105.54.75.30.30.594.7南アジア

5.51.00.1……4.55.30.80.1……4.3アフガニスタン

2.40.20.1……2.22.60.20.1……2.3バングラデシュ

75.53.04.00.30.268.074.12.83.80.30.267.1インドf）

22.91.71.00.10.120.021.70.71.0…0.219.8パキスタン
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2007/082006/07
地域・国名

計その他種子用飼料用工業用食用計その他種子用飼料用工業用食用

52.24.01.50.90.845.051.14.21.40.80.843.9アフリカ

35.82.51.20.80.630.833.52.31.20.70.628.8北アフリカ

8.20.40.20.30.17.17.50.40.20.30.16.5アルジェリア

15.60.90.30.10.214.115.41.00.30.10.213.9エジプト

1.90.2……0.11.61.30.2……0.11.0リビア

6.90.50.50.20.15.66.70.50.50.20.15.4モロッコ

3.20.50.10.10.22.32.60.30.10.10.22.0チュニジア

16.41.50.30.10.214.217.62.00.20.10.215.1サハラ以南

2.30.10.1……2.02.50.10.1……2.2エチオピア

0.90.1………0.81.20.2………1.0ケニア

2.8T………2.63.3T…0.1…3.1ナイジェリア

3.00.1TT…2.92.9TTT…2.8南アフリカ

1.90.20.1……1.71.70.2………1.5スーダン

7.60.10.73.70.22.98.50.10.64.70.32.9オセアニア

6.60.73.50.12.37.4…0.64.50.12.3オーストラリア

613.731.934.386.615.2445.7610.624.233.697.714.9440.2世界計

164.22.510.654.18.089.0175.52.410.266.77.988.25大輸出国

注）＊すべて小麦粉ベースの数量（小麦換算ではない）、…はデータ入手できず
b） 他の穀粉も含む、c） デュラム粉とセモリナを除く、d） 8月～7月の年度、e）4月～3月の年度、f）小型の製粉
工場を含まず、g）7月～8月の年度，h）10月～9月の年度、i） 6月～5月の年度、j）暦年，E）IGC推定

（IGC-World Grain Statistics 2009）

［表4］ 世界の主要パスタ生産国（2009年） （万トン）

生産量国　名

315イタリア

200アメリカ

150ブラジル

85ロシア

62トルコ

42エジプト

35ベネズエラ

31ドイツ

30アルゼンチン

28メキシコ
（UNAFPA）
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［表6］ 中国の穀物貿易量 （百万トン）

2009/10（予測）2008/09（推定）2007/082006/07穀　物

1.20.50.20.4小　麦

輸入

0.20.10.20.1トウモロコシ

1.71.31.11.4大　麦

TTTTその他

3.12.01.41.8計（米を除く）

0.40.22.42.4小麦

輸出 0.20.21.44.4トウモロコシ

TTTTモロコシ
注：Tは10万トン未満 （IGC）
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37 製粉振興 2010.  8

�������������������
�

������������������ �

������������������������� � �

������������������������� � �

�������������������������������������� �

�������������������������������������� � �

����������������������������������������� �

�����������������������������������������������

������������������������������������ � �

������������������������������������� �

����� �

����������������������������������������� � �

����� � � �

����������������������������������������� �

������������������������������������������� � � � �

�������������������
��
	����	�����

� ������������

�����

� ���������

�������������������

������� ����������������

��������������������������������������� �

���������������������������������������� � �

������������������������������������������������ �

�������������������������������������������������

���������������������������������������� � �

�������������������������������������� �

�����������������

���������������������� �

������������������������������������������������ � �

���������������������� � � �

���������������������������������������������� �

����������������������������������������������� � � � �

���������������������
��
	

37_資料(買受実績)08月-初校  10.8.18 3:43 PM  ページ 37



■資料 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

38製粉振興 2010. 8
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39 製粉振興 2010.  8
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40製粉振興 2010.  8

プレスリリース
平成22年8月10日

農 林 水 産 省

平成21年度食料自給率について（抜粋）

平成21年度の食料自給率及びその前提となる食料需給表について公表します。

1 食料自給率

○　カロリーベース40％（前年度から1ポイント低下）

○　生産額ベース70％（前年度から5ポイント上昇）

2 主な品目の食料自給率に対する影響

（1）カロリーベース食料自給率の低下に寄与した主な要因

○　小麦、国内産糖（てんさい・さとうきび）の生産量減少

○　米の消費量の減少

（2）生産額ベース食料自給率の上昇に寄与した主な要因

○　畜産物、魚介類、油脂類及び野菜の輸入量及び輸入単価の低下

○　国際的な穀物価格の低下に伴う飼料の輸入額の減少（畜産物）
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41 製粉振興 2010.  8
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42製粉振興 2010.  8
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43 製粉振興 2010.  8
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44製粉振興 2010.  8
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★
編
集
後
記

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする

ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。

また、この広報誌の内容の充実を図っていきた

いと考えていますので、ご意見等がございました

らお寄せ下さい。

・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、

紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣

味などの話でも結構です

・投稿者名は実名でも筆名でも結構です

・長さは1,200字程度（1頁）とします

・掲載分には薄謝を進呈します

○　本年は65回目となる終戦記念日。戦後生まれも65歳。
この時期になると、時の移りと自分の無為を反省する。
幼い頃から、父に戦時中の出来事を聞かされてきたが、自分の子供には、その
話しをあまり伝えていない。しかし帰省の際、家族で食事の席に酒が入ると、
昔を懐かしむ父から、戦没した二人の兄と戦時の思い出が語られる。末弟であ
る父は、もし兄達が生きていればとの思いであろう。聞かされる方は60歳を幾
つか過ぎているが、事実を風化させないように、次の世代に伝えていかなくて
はいけないとの思いは強い。記憶に留めるだけでなく、記録として残すことも
必要と感じている。
○　10月から即時販売方式が始まるが、新しい方式に対する疑問点、問題点は実
施上の重要課題であり検討されてきたが、過去の実態について表舞台で話がさ
れたとの話はあまり耳にしたことはない。麦の制度は一朝一夕に現行方式にな
ったものではない。食糧庁健在の頃の食糧管理法における、昭和年代の麦の制
度、麦価について食糧管理史に整然と整理されている。その後食糧庁の廃止、
組織の再編などを経て、麦制度、麦流通等について、その取扱いも実態も変わ
り、現在に至っているが、将来、麦制度全般が見直されて新たな仕組みとなる
ようなことになれば、事実の流れは何処でどのように整理され伝えられていく
のであろうか。仮に、政府が食糧管理史のように記録に留めていくのだろうか。
もし、民間において整理する場合であれば、民間が主体となって進める仕組み
については、関係する者の麦に対する視点のベクトルが論点となるかもしれな
い。

―「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い―

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）
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